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J00700101030

ブレーキペダルを踏んだまま，ボタンを

押さずにパーキングブレーキレバーを

いっぱいまで引きます。 

1.ブレーキペダルを踏んだまま，レバー

を少し引き上げ

2.ボタンを押したまま

3.完全に戻します。

解除したときはメーター内のブレーキ警

告灯が消灯していることを確認してくだ

さい。

パーキングブレーキ

かけるときは

注意
● 坂道に駐車するときはパーキングブ

レーキを確実にかけ，マニュアル車は

シフトレバーを または ，オートマ

チック車はセレクトレバーを に入れ
てください。

● パーキングブレーキをかけるときはブ

レーキペダルをしっかり踏み，完全に
車を止めてからパーキングブレーキレ
バーを引いてください。
車が動いているうちにパーキングブ
レーキレバーを引くと後輪がロックし
て車体姿勢が不安定になるおそれがあ
ります。
また，パーキングブレーキの故障の原
因になります。

解除するときは

注意
● パーキングブレーキをかけたまま運転

するとブレーキが過熱し，ブレーキの
効きが悪くなるとともにブレーキが故
障する原因になります。
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J00700300077

ミラーの本体を上下左右に動かして角度

を調整します。

J00700500789

J00718200059

ミラーの部分を押して角度を調整しま

す。

ルームミラー

注意
● 調整は必ず走行前に行ってください。

走行中の調整は運転を誤り思わぬ事故
につながるおそれがあります。 

ミラーの角度調整

ドアミラー

ミラーの角度調整

注意
● 調整は必ず走行前に行ってください。

● ドアミラーは凸面鏡を採用していま

す。
凸面鏡は平面鏡に比べ，物が遠くに見
え，実際と距離感覚が異なりますので
注意してください。

◆◆◆◆ 除く，電動リモコンドアミ除く，電動リモコンドアミ除く，電動リモコンドアミ除く，電動リモコンドアミ
ラー付き車ラー付き車ラー付き車ラー付き車
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エンジンスイッチがONまたはACCのと

きに操作できます。

1.切り換えスイッチの調整したい側を

押します。

L：左側ミラーの調整

R：右側ミラーの調整

2.調整スイッチを押して角度を調整し

ます。

J00718300063

手でミラーを車両後方に倒して格納しま

す。

戻すときはカチッと音がするまで車両前

方へ起こします。

◆◆◆◆ 電動リモコンドアミラー付き電動リモコンドアミラー付き電動リモコンドアミラー付き電動リモコンドアミラー付き
車車車車

アドバイス
● 調整が終わったら切り換えスイッチの反

対側を軽く押して中立位置に戻してくだ
さい。

切り換え

スイッチ

調整スイッチ

ドアミラーの格納・復帰

注意
● ミラーを倒したままで運転しないでく

ださい。ミラーによる後方確認ができ
ず思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

◆◆◆◆ 除く，電動リモコンドアミ除く，電動リモコンドアミ除く，電動リモコンドアミ除く，電動リモコンドアミ
ラー付き車ラー付き車ラー付き車ラー付き車
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エンジンスイッチがONまたはACCのと

き，格納スイッチを押すとミラーが格納

されます。もう一度押すと元の位置に戻

ります。

A J00706800292

エンジンスイッチが ON のときにリヤウ

インドウデフォッガースイッチを押す

と，ドアミラー内部のヒーターが作動し，

ミラーの曇りを取ることができます。

もう一度押すとヒーターは切れます。

→「リヤウインドウデフォッガー（曇り

取り）スイッチ」P. 6-17

◆◆◆◆ 電動リモコンドアミラー付き電動リモコンドアミラー付き電動リモコンドアミラー付き電動リモコンドアミラー付き
車車車車

注意
● ミラーは手で倒すことも戻すこともで

きますが，格納スイッチの操作で倒し
たミラーは手で戻さず，再度格納ス
イッチを押してミラーを元の位置に戻
してください。
格納スイッチで倒したミラーを手で戻
すとミラーの固定が不完全になり，走
行中の振動および風の影響などでミ
ラーが動き，後方の確認ができなくな
ります。

アドバイス
● ミラーが動いているときは手などを挟ま

ないように注意してください。
● 手でミラーを動かしたり，人や物に当

たってミラーが動いたあとは，格納ス
イッチでミラーを元の位置に戻せないこ
とがあります。
このようなときは，一度格納スイッチを
押してミラーを格納状態にしたあと，再
度格納スイッチを押してミラーを元の位
置に戻してください。

● 凍結などによりドアミラーが動かないと

きはミラー格納スイッチを何回も操作し
ないでください。モーターが焼き付くこ
とがあります。

ヒーター付ドアミラー

アドバイス
● エンジン停止時に使用しないでくださ

い。バッテリーが上がり，エンジンがか
からなくなることがあります。

● この装置は消費電力が大きいので曇りが

取れたらスイッチを切ってください。
長時間使うとバッテリー電圧が低下し，
エンジンがかかりにくくなることがあり
ます。

● エンジンスイッチを切っても，リヤウイ

ンドウデフォッガースイッチの状態を記
憶しています。
ヒーター付ドアミラーが作動したままエ
ンジンスイッ チを切り，再度エンジンス

イッチを ON にするとヒーター付ドアミ

ラーが作動を始めます。
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J00700600139

発進時またはごく低速時に助手席側の車

両側面を確認するときに使用します。
サイドアンダーミラーを手で車両前方に

倒すことができます。

起こすときは，サイドアンダーミラー上

部と下部の合わせマークが合う位置まで

戻します。

サイドアンダーミラー

:地面から約1mの高さ

:地面から約60cmの高さ

:地面の高さ

注意
● 後方の確認はルームミラー，ドアミ

ラーで行ってください。
● 車の直前，後方および左斜め前方は運

転席からでは十分に確認しにくい箇所
です。駐車場などで前進または後退を
行うときはミラーだけにたよらず，一
度車から降りて周りの状況をよく確認
して車を動かしてください。

● 信号待ちなどでいったん停止したとき

でも周りの状況に注意し，安全を十分
に確認してから発進してください。

ミラーに映るおよその範囲

ミラーに映るおよその範囲

サイドアンダーミラーの倒し
方，起こし方

注意
● サイドアンダーミラーを倒したままで

運転しないでください。

アドバイス
● サイドアンダーミラーの鏡面は固定式で

す。鏡面を動かしてミラーの調整はでき
ません。

倒す

起こす

合わせマーク
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J00700800795

エンジンスイッチ

マニュアル車

オートマチック車

各位置の働き

ハンドルがロックされ
る位置
キーを抜き差しできま
す

エンジンを止めたまま
でも電源ソケットなど
が使用できる位置

エンジン回転中の位置
すべての電気系統が働
きます

エンジンを始動する位
置
エンジンがかかったら
キーから手を離してく
ださい。自動的に ON の
位置へ戻ります

アドバイス
● エンジン停止時はエンジンスイッチを

LOCK にしてください。エンジンスイッ

チを ONまたは ACCのまま電源ソケット

などの電気製品を長時間使用すると，
バッテリー上がりを起こし，エンジンの
始動ができなくなるおそれがあります。

● エンジンが回転しているときは，キーを

STARTの位置に回さないでください。ス

ターターモーターが破損することがあり
ます。

● キーがLOCKからACCに回らないときは

ハンドルを軽く左右に動かしながらキー
を回してください。
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J00706200443

LOCKまで回して抜きます。

オートマチック車はセレクトレバーが

でないとキーを抜くことはできませ

ん。

マニュアル車はACCの位置でキーを押し

ながらLOCKまで回して抜いてください。

J00700901184

キーを抜くときは エンジンのかけ方

警告
● 車庫など周囲が囲まれた換気の悪い場

所でエンジンをかけたままにしないで
ください。排気ガスが車内に侵入して，
ガス中毒になるおそれがあります。

● 排気音が変わったり，車内でガソリン

や排気ガスのにおいが消えない場合は
排気系や燃料系の異常が考えられます
ので，必ず日産販売会社で点検を受け
てください。

注意
● 窓越しなど車外からエンジンをかけな

いでください。思わぬ事故につながる
おそれがあります。

● エンジン回転中にエンジン警告灯が点

灯したときは，高速走行を避けてでき
るだけ早く日産販売会社で点検を受け
てください。
→「エンジン警告灯」P. 6-9

アドバイス
● バッテリー上がりやスターターモーター

の故障を防ぐため，STARTにして10秒以

上スターターモーターを回さないでくだ
さい。10秒以上たってもエンジンがかか

らなかったときは，一旦キーを LOCK に

戻し，2～3秒待ってから再度エンジンを

かけてください。エンジンやスターター
モーターが止まらないうちに始動の操作
をくり返すと関連部品の故障の原因とな
ります。

● エンジンが冷えているときや，再始動直

後はエンジン保護のため高回転させた
り，高速運転は避けてください。

● バッテリー交換後は，エンジンなど電子

制御システムの学習内容が消去されるた
め，エンジン回転数が不安定になる場合
があります。
エンジン回転数が不安定になったとき
は，エンジンの初期調整操作を行ってく
ださい。
→「バッテリー交換後にエンジン回転数

が不安定になったときは !」P. 13-27

BK0124800JA.book  8 ページ  ２０１０年５月１４日　金曜日　午後４時２８分



運転装置

7 - 9

7

1.正しい運転姿勢をとります。

ブレーキペダルが確実に踏め，ハンド

ル操作が楽にできるように，シート位

置を調整します。

→「フロントシート」P. 5-3
2.パーキングブレーキがかかっている

ことを確認します。

3.マニュアル車はシフトレバーを に

入れてクラッチペダルをいっぱいま

で踏み込みます。オートマチック車は

セレクトレバーが にあることを確

認します。

4.ブレーキペダルを右足で踏みます。 マニュアル車 オートマチック車

アドバイス
● オートマチック車はセレクトレバーが

 または 以外ではエンジンがかかり

ません。

安全のため車輪が固定できる でエンジ
ンをかけてください。 

● マニュアル車はクラッチ • スタートシス

テムが装着されています。

クラッチ •スタートシステムとは…
誤操作を防ぐため，クラッチペダルを
いっぱいに踏み込まないとエンジンがか
からない装置です。

警告
● オートマチック車はアクセルペダルと

ブレーキペダルの踏み間違いを防ぐた
め，各ペダルの位置を右足で確認して
ください。
アクセルペダルをブレーキペダルと間
違えて踏んだり，両方のペダルを同時
に踏んでしまうと，車が急発進し，重
大な事故につながるおそれがありま
す。

アクセルペダル

ブレーキ

ペダル
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5.外気温により，つぎの方法でエンジン

をかけます。

アクセルペダルを踏まずにエンジンス

イッチをSTARTに回してエンジンをかけ

ます。

1.アクセルペダルを半分程度踏み込ん

だままエンジンスイッチを START に

回してエンジンをかけます。

2.エンジンがかかったらアクセルペダ

ルを徐々に戻してください。

J00701200161

正式にはターボチャージャーといい，シ

リンダー内へ大量の空気を過給してより

大きなパワーを引きだします。ターボ

フィンは超高速で回転し，高温下で使わ

れ，潤滑はエンジンオイル，冷却はエン

ジンオイルと冷却水で行っています。エ

ンジンオイルは定められた時期に交換し

ないとターボ軸受部の固着，異音の発生

などの原因となります。

通常時通常時通常時通常時

厳寒時厳寒時厳寒時厳寒時

注意
● 厳寒時などアクセルペダルを踏まない

とエンジンがかかりにくい場合でも，
エンジンがかかった後はブレーキペダ
ルを踏んでください。

アドバイス
● エンジンがかからないときはつぎの手順

に従ってください。
•アクセルペダルを踏み込んだままエン

ジンをかけてください。
•エンジンがかかったらアクセルペダル

を徐々に戻してください。

ターボ車の取り扱い

注意
● エンジンをかけた直後は，空ぶかしや

急加速などでエンジンを高回転させな
いでください。

● 高速走行または登坂走行をした後は，

低速走行やアイドリング運転でターボ
が冷えるのを待ってからエンジンを止
めてください。

ターボとはターボとはターボとはターボとは…

ターボフィン

タービン

排気ガス

空気
コンプ

レッサー

圧縮空気

シリンダー
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J00701300205

シフトレバーは必ずクラッチペダルを

いっぱいに踏み込んでから操作してくだ

さい。

J00706900323

エンジンを過回転させないため，各シフ

ト位置での速度が下の表の数値を超えな

いようにしてください。

マニュアルトランスミッ
ション

シフトレバー

注意
● に入れるときは車を完全に停止させ

てから行ってください。

● に入れるとブザーが鳴り， にある

ことを運転者に知らせます。ブザーは
車外の人には聞こえませんのでご注意
ください。

アドバイス
● クラッチペダルに常に足をのせ，フット

レストがわりにすることは避けてくださ
い。クラッチの早期摩耗，損傷の原因と
なります。

● ギヤが入りにくいときはクラッチペダル

を踏み直すと楽に入ります。

● → へは直接入れることはできませ

ん。

一度 にしてから へ入れてください。

変速位置とスピード範囲

アドバイス
● 法定速度を守って走行してください。

● 各シフト位置の最低速度はノッキングが

発生しない速度で使用してください。

項目 1速 2速 3速 4速

2H, 4H 25 
km/h

45 
km/h

75 
km/h

120 
km/h

4L 15 
km/h

30 
km/h

45 
km/h

70 
km/h
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J00701900070

「安全なドライブのために：オートマチッ

ク車の取り扱い」も合わせてお読みくだ

さい。→P. 2-14

J00702000469

オートマチックトランス
ミッション

セレクトレバーの動かし方

ブレーキペダルを踏んだまま，ボ
タンを押して操作します。

ボタンを押さずに操作します。

ボタンを押したまま操作します。

ボタン

警告
● の操作は必ずボタンを押さずに行っ

てください。いつもボタンを押したま

ま操作すると誤って ， ， ， に
入れてしまい，思わぬ事故の原因とな
り重大な傷害を受けるおそれがありま
す。

● セ レ ク ト レ バ ー を → ま た は

→ に操作するときは，安全のため

必ずブレーキペダルを右足で踏んだま
ま行ってください。絶対にアクセルペ
ダルを踏み込んだまま行わないでくだ
さい。車が急発進し，重大な事故につ
ながるおそれがあります。また，トラ
ンスミッションの故障の原因になりま
す。

アドバイス
● ブレーキペダルを踏んでいないと，シフ

トロック装置が働いて から他の位置に
操作できません。また，キーが LOCK 位

置のときはブレーキペダルを踏んでも

から他の位置に操作できません。

● の操作はブレーキペダルを先に踏ん

でから行ってください。ブレーキペダル
を踏む前に操作すると，セレクトレバー
が動かなくなることがあります。

● から ， から および に入れる

ときはブレーキペダルをしっかりと踏
み，完全に車を止めてから入れてくださ

い。車が動いているうちに や に入れ

るとトランスミッションの故障の原因に
なります。
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J00702100095

セレクトレバーの位置をメーター内に表

示します。

J00712700094

走行中に AT シフトポジションインジ

ケーターが点滅したときはトランスミッ

ションに何らかの異常が発生し，安全装

置が働いていると考えられます。できる

だけ早く日産販売会社で点検を受けてく

ださい。

AT シフトポジションインジ
ケーター

走行中に AT シフトポジショ
ンインジケーターが点滅した
ときは

アドバイス

● セレクトレバー位置が ， ， のとき，

AT シフトポジションインジケーターは

点滅しません。

ATシフトポジションインジケーター
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J00702500406

セレクトレバーの位置・働き

（パーキング）
駐車およびエンジン
をかけるとき

車輪が固定されます。駐車のときは必ず
パーキングブレーキをかけて に入れて
ください。

でのみエンジンスイッチからキーが抜
けます。

（リバース）
後退させるとき

に入れるとブザーが鳴り， にあること
を運転者に知らせます。

注意
● ブザーは車外の人には聞こえませんのでご注意ください。

（ニュートラル）
中立

動力が伝達されません。
この位置でもエンジンをかけることができ
ますが安全のため で行ってください。

（ドライブ）
通常走行

発進から高速走行まで自動的に変速されま
す。

（1速から3速まで自動的に変速されます。
オーバードライブスイッチをONにすると1
速から4速まで自動的に変速されます。）

（セカンド）
下り坂走行

エンジンブレーキが必要なときに使いま
す。

（1速から2速まで自動的に変速されます。）

（ロー）
急な下り坂走行

強力なエンジンブレーキが必要なときに使
います。

（1速のままで変速されません。）

警告
● ぬれた道路や凍結した道路では急激なエンジンブレーキは避けてください。スリップし

て重大な事故につながるおそれがあります。

アドバイス
● エンジンの過回転を防止するためオートマチックトランスミッションの制御が働き，セレク

トレバーを ， へ入れても変速しない場合があります。　　
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J00702700062

セレクトレバーが のとき働きます。

オーバードライブスイッチを押して ON
にします。1 速から 4 速まで自動変速し，

燃費の良い経済的な走行ができます。

オーバードライブスイッチを押して OFF
にします。1 速から 3 速まで自動変速し，

下り坂では軽いエンジンブレーキが得ら

れます。

J00713200025

オーバードライブスイッチをOFFにする

とメーター内の表示灯が点灯します。

J00702901029

1.ブレーキペダルを右足で踏みます。

オーバードライブスイッチ

◆◆◆◆ 通常走行通常走行通常走行通常走行

◆◆◆◆ 坂道走行坂道走行坂道走行坂道走行

◆◆◆◆ オーバードライブオーバードライブオーバードライブオーバードライブOFF表示灯表示灯表示灯表示灯

オートマチック車の運転の
しかた

発 進

警告
● ブレーキペダルは必ず右足で踏んでく

ださい。左足でのブレーキ操作は，緊
急時の反応が遅れるなど適切な操作が
できず，思わぬ事故につながるおそれ
があります。

注意
● セレクトレバーを ， 以外の位置（前

進または後退の位置）に入れるとク
リープ現象により，ブレーキペダルか
ら足を離すとアクセルペダルを踏まな
くても車が動き出します。
特にエアコン作動中などエンジン回転
数が高くなるとクリープ現象が強くな
りますので，よりしっかりとブレーキ
ペダルを踏んでください。
→「クリープ現象」P. 2-14
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2.セレクトレバーを前進は ，後退は

に入れます。

3.セレクトレバーの位置を確認します。

4.周囲の安全を確認し，パーキングブ

レーキを解除します。

5.ブレーキペダルを徐々にゆるめ，アク

セルペダルをゆっくりと踏み込んで

発進します。

1.車が動き出さないようパーキングブ

レーキをかけたまま，ブレーキペダル

から足を離します。

2.アクセルペダルをゆっくり踏みなが

ら，車が動き出す感触を確認し，パー

キングブレーキを解除して発進しま

す。

セレクトレバーを で走行します。

発進するとスピードに応じて自動的に変

速されます。

警告
● セレクトレバーの操作は必ずブレーキ

ペダルを右足で踏んだまま行ってくだ
さい。絶対にアクセルペダルを踏み込
んだまま行わないでください。車が急
発進し，重大な事故につながるおそれ
があります。また，トランスミッショ
ンの故障の原因になります。

◆◆◆◆ 急な上り坂での発進急な上り坂での発進急な上り坂での発進急な上り坂での発進

ブレーキペダル

走 行

警告
● 走行中はセレクトレバーを に入れな

いでください。
エンジンブレーキがまったく効かなく
なり，思わぬ事故につながるおそれが
あります。

また，誤って ， に入れてしまった場
合，トランスミッションの故障の原因
になります。

注意
● セレクトレバーは走行状況に合った正

しい位置で使用してください。

坂道などで，前進の位置（ ， また

は ）にしたまま惰性で後退したり，

後退の位置 にしたまま惰性で前進し
ないでください。
エンストしてブレーキの効きが非常に
悪くなったり，ハンドルが非常に重く
なり，思わぬ事故につながるおそれが
あります。

◆◆◆◆ 通常走行通常走行通常走行通常走行
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アクセルペダルを深く踏み込みます。

自動的に変速比が切り換わって急加速が

できます。これをキックダウンといいま

す。

上り坂でスピードを保つためにアクセル

ペダルを踏み込んでいくと，キックダウ

ンしてエンジン回転が上がることがあり

ます。このようなときは，あらかじめ に

しておくと，変速回数が少なくなり，な

めらかな走行ができます。

セレクトレバーを に入れてエンジンブ

レーキを使います。

長い下り坂でフットブレーキのみを多く

使用すると，ベーパロックやフェード現

象を起こし，ブレーキの効きが悪くなる

ことがあり危険です。必ずエンジンブ

レーキを併用してください。

→「ベーパロック」 P. 2-11
→「フェード現象」 P. 2-11

強力なエンジンブレーキが必要なときは

に入れます。

◆◆◆◆ 急加速したいとき急加速したいとき急加速したいとき急加速したいとき

◆◆◆◆ 上り坂走行上り坂走行上り坂走行上り坂走行

◆◆◆◆ 下り坂走行下り坂走行下り坂走行下り坂走行

警告
● 急激なエンジンブレーキをかけるとタ

イヤがスリップして重大な事故につな
がるおそれがあります。

アドバイス
● オーバードライブスイッチをOFFにする

ことで軽いエンジンブレーキが得られま
す。高速道路の長い下り坂などに有効で
す。
→「オーバードライブスイッチ」P. 7-15

◆◆◆◆ 特に急な下り坂走行特に急な下り坂走行特に急な下り坂走行特に急な下り坂走行

警告
● 急激なエンジンブレーキをかけるとタ

イヤがスリップして重大な事故につな
がるおそれがあります。
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1.セレクトレバーは のままブレーキ

ペダルをしっかりと踏みます。

2.必要に応じてパーキングブレーキを

かけます。

3.渋滞などで停車時間が長くなりそう

な と き は セ レ ク ト レ バ ー を

に入れます。

4.再発進するときは，セレクトレバーが

位置にあることを確認してから発

進してください。

1.車を完全に止めます。

2.ブレーキペダルを踏んだままパーキ

ングブレーキを確実にかけます。

3.セレクトレバーを に入れます。

4.エンジンを止めます。

停 車

注意
● エアコン作動時などは，自動的にエン

ジン回転数が高くなり，クリープ現象
が強くなります。ブレーキペダルを
しっかり踏んでください。

注意
● 急な上り坂ではクリープ現象が働いて

も，車が後退することがあります。停
止時はブレーキペダルを踏み，しっか
りとパーキングブレーキをかけてくだ
さい。

● 上り坂でブレーキペダルを踏まずに，

アクセルペダルを踏みながら停止状態
を保つことはしないでください。トラ
ンスミッションの故障の原因になりま
す。

注意
● 停車中はむやみに空ぶかしをしないで

ください。万一，セレクトレバーが  ，
以外に入っていると思わぬ急発進の

原因になります。

駐 車

注意
● では車輪が固定されるため，車が動

き出す心配がなく安全です。駐車時に

は必ずセレクトレバーが に入ってい
ることを確認してください。

● 車が完全に止まらないうちに に入れ

ると，急停止してけがをするおそれが
あります。また，トランスミッション
の故障の原因になります。

アドバイス
● 坂道では，パーキングブレーキをかける

前にセレクトレバーを に入れると，発
進時のセレクトレバー操作が重くなるこ
とがあります。

注意
● 車から離れるときは必ずエンジンを止

め，キーを抜いてください。
エンジンをかけたままにしておくと，

万一，セレクトレバーが 以外に入っ
ていた場合，クリープ現象で車がひと
りでに動き出したり，乗り込むときに
誤ってアクセルペダルを踏み，急発進
するおそれがあります。
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J00707500052

トランスファーシフトレバーの操作によ

り，走行状況に合わせて駆動方式を切り

換えることができます。

J00720700019

路面の状態に応じてトランスファーシフ

トレバーを各位置に切り換えます。

パートタイム4WD

駆動方式 働き

2H 
(2WD)

一般道路や高速道路を走
行するときに使用しま
す。

4H
（ハイレンジ

4WD）

積雪路，砂地，悪路を通常
のスピードで走行すると
きに使用します。

4L
（ローレンジ

4WD）

急登坂，急降坂，砂地，ぬ
かるみなどの悪路を走行
するとき（特に大きな駆
動力が必要な低速走行）
に使用します。

注意
● 乾いた舗装道路は「2H」で走行してく

ださい。
特に乾いた高速道路は絶対に「4H」ま

たは「4L」で走行しないでください。

乾いた舗装道路を「4H」または「4L」
で走行すると燃料の消費量が多くなっ
たり，騒音，タイヤの早期摩耗を発生
することがあります。
また，駆動系部品に無理がかかり，オ
イル漏れや焼き付きなど重大な故障の
原因となるおそれがあります。
必ず「2H」で走行してください。

● オートマチック車は「4L」では約

50km/hを超えないように走行してくだ

さい。

トランスファーシフトレバー

◆◆◆◆ トランスファーシフトレバートランスファーシフトレバートランスファーシフトレバートランスファーシフトレバー
の操作の操作の操作の操作

注意
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↔

走行中でも停車中でも操作できます。

走行中操作するときは車を直進状態にし

て，クラッチペダルをいっぱいに踏み込

んでから操作します。

走行中でも停車中でも操作できます。

停車中はセレクトレバーを （ニュート

ラル）にしてから操作します。

走行中は車を直進状態にして，アクセル

ペダルをゆるめてから操作します。

→

停車してクラッチペダルをいっぱいに踏

み，トランスファーシフトレバーを押し

下げながら操作します。

停車してセレクトレバーを （ニュート

ラル）に入れ，トランスファーシフトレ

バーを押し下げながら操作します。

→

停車してクラッチペダルをいっぱいに踏

み，トランスファーシフトレバーを操作

します。

停車してセレクトレバーを （ニュート

ラル）に入れ，トランスファーシフトレ

バーを操作します。

マニュアル車マニュアル車マニュアル車マニュアル車

オートマチック車オートマチック車オートマチック車オートマチック車

注意
● 走行中の「2H」↔「4H」の切り換えは

時速80km/h以下で行ってください。

● 雪道等で後輪を空転させたまま，トラ

ンスファーシフトレバーを操作しない
でください。

アドバイス
● 低温時に走り始めてからしばらくの間

は，「2H」から「4H」へ切り換えようと

するとトランスファーシフトレバーの操
作が重くなったり，ギヤ鳴りが発生する
ことがあります。このような場合は停車
して切り換えてください。

●「4H」でハンドルを切ったまま「2H」に

切り換えるとトランスファーシフトレ
バーの操作が重くなることがあります
が，故障ではありません。

マニュアル車マニュアル車マニュアル車マニュアル車

オートマチック車オートマチック車オートマチック車オートマチック車

アドバイス

● （ニュートラル）以外で操作するとギヤ

鳴りが発生して切り換わらない場合があ
ります。

マニュアル車マニュアル車マニュアル車マニュアル車

オートマチック車オートマチック車オートマチック車オートマチック車

注意
● 走行中に「4H」↔「4L」の切り換えを

行わないでください。

アドバイス

● （ニュートラル）以外で操作するとギヤ

鳴りが発生して切り換わらない場合があ
ります。
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J00707800127

エンジンスイッチがON のとき，メーター

内の 4WD 作動表示灯にトランスファー

の切り換え状態を表示します。

4輪駆動（4Hまたは4L）のときは点灯し，

後輪駆動(2H)のときは消灯します。

J00707400178

4WD車といってもどこでも走れるわけで

はありません。無理な運転はしないでく

ださい。路面や傾斜の状態に十分注意し

て安全運転を心がけてください。

積雪や凍結（アイスバーン）の状態に応

じてトランスファーシフトレバーを

「4H」または「4L」に切り換えて走行し

ます。

4WD作動表示灯

アドバイス
● トランスファーシフトレバーを「4H」に

しても4WD作動表示灯が点灯しないとき

は車を直進状態にしてしばらく徐行し，
4WD作動表示灯が点灯したことを確認し

てから通常走行してください。
● トランスファーシフトレバーを「4H」か

ら「2H」に切り換えても4WD作動表示灯

が消灯しないときは周囲の安全を確認し
て加速，減速または後退を行い，4WD作

動表示灯が消灯したことを確認してから
走行してください。
加速，減速または後退を行っても4WD作

動表示灯が点灯したままのときは，トラ
ンスファーシフトレバーを「2H」にした

まま，できるだけ早く日産販売会社で点
検を受けてください。

4WD車の上手な運転

アドバイス
● 運転姿勢はやや起こしぎみにして，ハン

ドル操作やペダル操作がしやすい位置に
シートを調整し，シートベルトは必ず着
用してください。

● オフロードを走行したあとは必ず車体各

部を点検し，きれいな水で念入りに洗車
してください。
→「オフロードを走行した後は」P. 7-23

積雪路や凍結路を走行すると
きは

注意
● 運転中の急加速，急ブレーキ，急なハ

ンドル操作はスリップや横すべりが起
こりやすいので行わないでください。

アドバイス
● タイヤチェーンや冬用タイヤを使用する

ことをおすすめします。
● 車間距離を十分に取り，急ブレーキは絶

対に避けて，エンジンブレーキを上手に
使ってください。
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砂地，ぬかるみの状態を確認してトラン

スファーシフトレバーを「4H」または

「4L」に入れ，アクセルペダルを徐々に踏

み込んで発進します。アクセルはできる

だけ一定にして，低速で走行します。

トランスファーシフトレバーを「4L」に

入れ，エンジンの出力を有効に使います。

トランスファーシフトレバーを「4L」に

入れ，タイヤがロックしないようにエン

ジンブレーキを使いゆっくり降ります。

砂地やぬかるみを走行すると
きは

注意
● 砂地では無理な走行をしないでくださ

い。一般道路にくらべてエンジンや駆
動系部品への負担が大きくなり，思い
がけない故障の原因になります。

● 走行中，水温計の指針が「H」 表示部に

近づいたときや，オートマチック車は
メーター内の A/T 油温警告灯が点灯し

たときは，ただちに安全な場所に停車
して処置してください。
→「オーバーヒートしたときは !」
P. 13-22
→「A/T油温警告灯」P. 6-10

アドバイス
● ぬかるみでは，路面の状況がわかりにく

いため，深みにはまり込むことがありま
す。できれば車から降りて路面の状況を
確かめてから運転してください。

● 特にひどいぬかるみを走行する必要があ

るときは，タイヤチェーンをかける（後
輪）と有効です。

● 運転中の急加速，急ブレーキ，急なハン

ドル操作はスタック（タイヤが砂や泥に
埋もれて車が動かなくなる）しやすくな
りますので，極力避けてください。

● 車がスタックしたときは，前進と後退を

繰り返し，車の反動を利用して脱出しま
す。
タイヤが空回りして車が動かないとき
は，アクセルペダルを軽く踏み，パーキ
ングブレーキを軽く引いたまま脱出しま
す。

● 海辺を走行したときは，海水の塩分によ

り，車にさびが発生しやすくなりますの
で早めに洗車してください。

急な坂道を登るときは

注意
● 斜めに蛇行しながら登坂することは避

け，できるだけまっすぐに登坂してく
ださい。

アドバイス
● 石，砂および凸凹の少ないところを選び，

登り始めと終わりはなだらかな傾斜を選
んでください。

● 登る前には，車がその斜面を登れるかど

うか，一度自分の足で頂上まで歩いて確
認してください。

急な坂道を降りるときは

注意
● 斜めに蛇行しながら降りることは避

け，できるだけまっすぐに降りてくだ
さい。

アドバイス
● 坂を降りているとき，前方に障害を見つ

けてあわててブレーキをかけると，車の
コントロールを失うことがあります。で
きるだけ降りる前に歩いて斜面の状態を
確認してください。

● 坂を降りているときに，途中で変速する

ことを避けて，あらかじめ坂の状態に応
じた変速ギヤを選んでおくことが必要で
す。
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4WD車といっても水に対して万全ではあ

りません。電気系統が浸水すれば走行不

能となります。水中走行はできるだけ避

けてください。

やむをえず水中走行しなければならない

ときは必ずつぎのことをお守りくださ

い。

● 水中走行する前に，あらかじめ川の深

さや地形を確認してください。

● 海水など塩分を含んだ水には入らな

いでください。

● トランスファーシフトレバーを「4L」
に入れてください。

● できるだけ浅い場所を選び5km/hぐら

いで波が立たないようにゆっくり走

行してください。

● 河川に対し，直角または下流方向へ横

断し，途中変速やクラッチ操作は避け

て一気に渡ってください。

J00706500055

● 路面の突起物（石など）により損傷し

た箇所がないか点検してください。

● きれいな水で念入りに洗車してくだ

さい。特に砂浜や凍結防止剤の散布さ

れた道路を走行したときは塩分で車

にさびが発生しやすくなります。

● ラジエーターの目詰まりとなる虫や

枯れ草などを取り除いてください。

● 渡河など水中走行したあとは，必ず日

産販売会社でつぎの項目を点検し，必

要な処置を行ってください。

•ブレーキの効き具合を点検します。

必要な場合は分解整備を行ってくだ

さい。

•エンジン，トランスミッション，ト

ランスファー，ディファレンシャル

の各オイルまたはグリース量と濁り

を点検します。白く濁っている場合

は水が混入していますので，オイル

またはグリースを交換してくださ

い。

•ホイールベアリング部のグリースを

交換してください。

•室内への水の浸入がないかを点検し

ます。水が浸入している場合はカー

ペットなどを乾燥させてください。

•ヘッドライト内への水の浸入がない

かを点検します。水が浸入している

場合は水抜きを行ってください。

渡河など水中走行するときは

注意
● 水中走行は緊急を要する場合に一時的

に行ない，長時間の水中走行は避けて
ください。

● 水中走行後はブレーキの効きが悪くな

ります。前後の車に十分注意して低速
で走行しながらブレーキペダルを軽く
数回踏んで効きを回復してください。

アドバイス
● ひんぱんに水中走行することは車の寿命

に大きく影響します。水中走行後は日産
販売会社にご相談の上，適切な処置およ
び点検を行ってください。

オフロードを走行した後は

注意
● 洗車後は，低速で走行しながら数回ブ

レーキペダルを軽く踏み，ブレーキを
乾かしてください。
ブレーキのきき具合が悪いときは，た
だちに日産販売会社で点検を受けてく
ださい
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4輪駆動時に，急なカーブを低速で旋回し

た場合，ブレーキをかけた状態と同じよ

うな現象が発生することがあります。

これはタイトコーナーブレーキング現象

と呼ばれているもので，前，後輪のタイ

ヤの軌跡（回転差）が違うために生じる

4輪駆動車特有の現象です。

このような現象が発生したときには，ハ

ンドルを直進状態に戻すか後輪駆動に切

り換えることによって解消することがで

きます。

4WD車は4輪に駆動力がかかるため，タ

イヤの状態が車の性能に大きく影響しま

す。タイヤの状態には細心の注意を払っ

てください。

● 4 輪とも指定のタイヤ，ホイールを装

着してください。

→「タイヤ，ホイールのサイズ」P. 14-8
● タイヤ，ホイールを交換するときは 4

輪とも交換してください。

● タイヤのローテーションは5,000kmご

とに行ってください。

→「タイヤローテーション」P. 11-3
● タイヤの空気圧は定期的に点検して

ください。

→「タイヤの空気圧」P. 14-9

4WD車取り扱い上の注意

乾燥した舗装道路を走行する
ときは

注意
● 乾いた舗装道路は「2H」で走行してく

ださい。
特に乾いた高速道路は絶対に「4H」ま

たは「4L」で走行しないでください。

乾いた舗装道路を「4H」または「4L」
で走行すると燃料の消費量が多くなっ
たり，騒音，タイヤの早期摩耗を発生
することがあります。
また，駆動系部品に無理がかかり，オ
イル漏れや焼き付きなど重大な故障の
原因となるおそれがあります。
必ず「2H」で走行してください。

急なカーブを回るときは

注意
● 急旋回したときは，タイトコーナーブ

レーキング現象を起こし，運転しにく
くなりますので，急な旋回は避けてく
ださい。

タイヤ，ホイールについて

注意
● 同一指定サイズ，同一種類，同一銘柄

および摩耗差のないタイヤを使用して
ください。サイズ，種類，銘柄および
摩耗度合いの異なるタイヤを使用する
と，駆動系部品に無理がかかり，オイ
ル漏れや焼き付きなどの重大な故障と
なり思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。
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けん引はできるだけ専門業者に依頼して

ください。

ただし，つぎの場合は日産販売会社にご

連絡ください。

● エンジンが回っているのに車が動か

ない。または異音がする。

● 下まわりを点検し，オイルなどが漏れ

ている。

エンジンの回転が高いときクラッチを急

に接続したり，中途半端な踏み方をする

と，けん引力が大きいのでクラッチやト

ランスミッションなどを損傷させるおそ

れがあります。

ペダルの操作はゆっくりと確実に行って

ください。

けん引について

注意
● 必ず2WD（後輪駆動）に切り換えてけ

ん引してください。また，4WD（4 輪

駆動）のまま前輪または後輪だけを持
ち上げたけん引はしないでください。
駆動系部品が損傷したり，車がレッ
カー（台車）から飛び出すおそれがあ
ります。
→「けん引」P. 13-24

● 2WD（後輪駆動）に切り換わらないと

きや，駆動系部品が故障したと思われ
るとき（車輪が動かない，異音がする
など）は，必ず 4 輪を持ち上げてレッ

カー車で搬送してください。

アドバイス
● レッカー車による搬送は，別冊の「メン

テナンスノート」を見て日産販売会社へ
依頼してください。

ジャッキアップするときは

注意
● ジャッキアップ中はエンジンをかけた

り，ジャッキアップした車輪を回転さ
せたりしないでください。
接地しているタイヤが回ってジャッキ
から車体が外れ，思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

マニュアル車はクラッチペダ
ルの操作はゆっくりと確実に
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アンチロックブレーキシステム (ABS) と
は，急ブレーキや滑りやすい道路でブ

レーキを踏んだときに車輪のロックを防

止し，制動力を維持し，かつ安定した車

体姿勢とハンドル操舵性を保つ装置で

す。 

アンチロックブレーキシス
テム(ABS)

注意
● ABS は制動時の車体安定性を確保する

ためのもので必ずしも制動距離が短く
なるとはかぎりません。ABS を過信せ

ず，十分な車間距離をとって安全運転
を心がけてください。

● 雪道を走行した後は足まわりに付いた

雪や泥を取り除いてください。足まわ
りを清掃するときはホイール付近に付
いている車速感知装置や配線などを傷
付けないよう十分注意してください。

● 4輪とも同一サイズ，同一種類の指定タ

イヤを装着してください。
サイズや，種類の異なるタイヤを混用
すると，ABS が正常に作動しなくなる

おそれがあります。
● 市販のリミテッドスリップディファレ

ンシャル (LSD) を装着しないでくださ

い。ABS が正常に作動しなくなるおそ

れがあります。

アドバイス
● つぎのような場合は，ABS の付いていな

い車に比べて制動距離が長くなることが
ありますので，速度はひかえめにし，車
間距離を十分とって運転してください。
•  砂利道や深い新雪路を走行するとき

•タイヤチェーンを装着しているとき

•道路の継ぎ目や段差を乗り越えるとき

•  凸凹道などの悪路を走行するとき

● マンホール，工事用の鉄板，白線の上，段

差を乗り越えるときなど，車輪が滑りや
すい状況では，車輪のロックを防止する
ため急制動以外でもABSが作動すること

があります。
● ABSが作動すると車体，ハンドル，ブレー

キペダルに振動を感じたり，作動音が聞
こえます。
また，ブレーキペダルを踏み込んだとき
に固く感じることがあります。
これは装置が正常に作動していることを
示すもので異常ではありません。そのま
まブレーキペダルを強く踏み続けてくだ
さい。

● 走行開始後，エンジンルーム内より作動

音がしたり，ブレーキペダルにショック
を感じることがありますが，これは ABS
装置の作動をチェックしているためで異
常ではありません。

● ABSは，発進後車速が約10km/hになるま

で作動しません。また，車速が約 5km/h
まで下がると作動を停止します。
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J00704500686

正常なときは，エンジンスイッチをONに

すると点灯し，数秒後に消灯します。 

J00704600052

● 安全な場所に車を止めてから，エンジ

ンを停止し，再度エンジンをかけま

す。その後しばらく走行して点灯しな

ければ異常ありません。

しばらく走行しても点灯したままの

ときは日産販売会社で点検を受けて

ください。この場合，ABSは作動せず，

普通のブレーキとして作動します。

● バッテリーが電圧不足のときにエン

ジンをかけると，警告灯が点灯するこ

とがありますが ABS の故障ではあり

ません。このようなときは，しばらく

アイドリング回転でバッテリーを充

電してください。

充電しても点灯したままのときや，た

びたび点灯するときは日産販売会社

で点検を受けてください。

ABS警告灯

注意
● 点灯したままのときまたは点灯しない

ときは装置の故障が考えられますので
日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

走行中に警告灯が点灯したと
きは
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